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福
祉
用
具
市
場
横
ば
い
18
年
度

介
護
保
険
対
象
2.3
％
増
に

ＪＡＳＰＡ
調　　　査

清水事務局長

普
段
の
生
活
か
ら
動
線
を
確
認

　

こ
れ
ま
で
お
伝
え
し
て
き
た
通
り
、

さ
い
ほ
ど
一
般
的
に
小
回
り
が
利
き
ま

す
。

　

ま
た
、
ベ
ッ
ド
か
ら
離
れ
た
生
活
を

目
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
姿
勢
保
持
や
体

勢
を
適
宜
変
え
る
た
め
に
テ
ィ
ル
ト
・

リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
型
の
車
い
す
な
ど
は

有
用
で
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
利
用
者
と
介
助

者
の
状
況
、
そ
し
て
使
用
環
境
か
ら
バ

ラ
ン
ス
を
と
っ
て
選
定
す
る
こ
と
が
基

本
と
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
自
宅
の
中
で
の
生
活
が
安

定
し
て
き
た
ら
、
庭
の
花
に
水
を
や
る

な
ど
、
さ
ら
に
活
動
や
参
加
を
広
げ
て

い
く
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
再
検
討
し

て
く
だ
さ
い
。
感
染
予
防
に
配
慮
し
な

が
ら
も
、
生
活
範
囲
を
広
げ
て
い
く
視

点
が
重
要
な
の
で
す
（
了
）

ど
の
最
低
限
の
移
動
に
止
め
ず
、
趣
味

や
日
課
な
ど
に
も
視
野
を
広
げ
て
移
動

を
支
援
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
私
が

担
当
し
た
ケ
ー
ス
で
も
、
こ
だ
わ
り
の

設
備
や
レ
コ
ー
ド
を
揃
え
た
音
楽
鑑
賞

用
の
部
屋
が
離
れ
に
あ
る
た
め
、
離
れ

ま
で
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
検
討
を
行
っ
た

方
が
い
ま
し
た
。
住
み
慣
れ
た
自
宅
の

中
で
も
、
特
に
お
気
に
入
り
の
部
屋
で

過
ご
す
時
間
は
何
に
も
代
え
が
た
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
生
活
歴
も

聞
き
取
り
、
実
現
す
る
方
法
を
利
用
者

や
家
族
と
一
緒
に
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
日
本
の
狭
い
住
環
境
を

考
え
る
と
、
六
輪
タ
イ
プ
や
車
軸
位
置

が
調
整
可
能
な
タ
イ
プ
な
ど
の
方
向
転

換
や
回
転
し
や
す
い
車
い
す
の
方
が
向

い
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
車
輪
径
が
小

普
段
ど
の
よ
う
に
移
動
し
、
ど
の
よ
う

に
生
活
し
て
い
る
の
か
を
把
握
し
て
、

そ
の
生
活
に
で
き
る
限
り
近
づ
け
て
い

く
ア
プ
ロ
ー
チ
で
す
。
実
際
の
生
活
を

イ
メ
ー
ジ
す
る
と
、
車
い
す
だ
け
で
な

く
、
移
乗
し
や
す
い
よ
う
に
ベ
ッ
ド
の

配
置
を
変
え
た
ほ
う
が
よ
い
、
こ
こ
に

あ
る
家
具
が
動
線
の
邪
魔
に
な
っ
て
い

る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
見
つ
か

り
ま
す
。

趣
味
や
日
課
も
維
持

す
る
移
動
支
援
を

　

ま
た
リ
ビ
ン
グ
や
浴
室
、
ト
イ
レ
な

た
い
場
所
へ
好
き
な
時
に
行
け
る
よ
う

に
環
境
を
整
え
る
の
が
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
や
Ａ

Ｄ
Ｌ
の
維
持
・
向
上
に
繋
が
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
利
用
者
や
介
助
者
の
心

身
状
況
だ
け
で
な
く
、
使
用
環
境
に
も

当
然
留
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
基

本
的
な
と
こ
ろ
で
い
え
ば
、
出
入
口
や

通
路
の
幅
を
確
認
し
、
無
理
な
く
通
れ

る
サ
イ
ズ
の
車
い
す
を
選
ば
な
け
れ

ば
、当
然
自
由
に
は
移
動
で
き
ま
せ
ん
。

　

動
線
の
確
認
も
非
常
に
重
要
で
す
。

「
朝
は
自
室
で
起
き
て
洗
面
所
へ
向
か

い
、
顔
を
洗
っ
て
か
ら
リ
ビ
ン
グ
で
家

族
と
食
事
を
と
る
」
な
ど
、
家
の
中
を

コ
ロ
ナ
禍
で
は
感
染
予
防

の
た
め
に
高
齢
者
も
外
出

を
控
え
が
ち
で
、
在
宅
時

間
は
長
く
な
り
ま
す
。
だ

か
ら
こ
そ
自
宅
で
の
活
動

は
な
る
べ
く
維
持
し
て
い

く
こ
と
が
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
や
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
視
点

か
ら
も
大
切
で
す
。

　

車
い
す
の
場
合
、
自
宅
の
中
で
行
き

在
宅
介
護
を
支
え
る
福
祉
用
具

生
活
を
維
持
す
る
た
め
の
屋
内
用
車
い
す
の
選
び
方

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
の
た
め
、
自
宅
で
過
ご
す
時
間
が
よ
り
長

く
な
っ
て
い
る
要
介
護
者
や
家
族
も
多
い
。
在
宅
介
護
を
支
え
る
福
祉
用
具
の
選

び
方
、
使
い
方
に
つ
い
て
理
学
療
法
士
で
高
齢
者
生
活
福
祉
研
究
所
所
長
の
加
島

守
氏
に
解
説
い
た
だ
く
。
最
終
回
の
テ
ー
マ
は
屋
内
用
車
い
す
。

高齢者生活福祉
研究所所長

加島　守氏

商　
品　
の　
ご　
紹　
介

　適切な座位姿勢を支え、長時間座っても
快適に過ごせるよう調整機能を備えた、同
社「ネクストコア」の上位機種。
　従来品よりも 16cm 高い 56cm の背もた
れを採用し、より広い面で背中を支えるこ
とで、臀部にかかる圧を軽減する。
　背もたれには、肩甲骨の間などにフィッ
トして脊柱を支える三角パットを内蔵し、
肩関節の可動域を拡げて腕を後方へ引き込
みやすい姿勢をとりやすくし、車いすを手
漕ぎしやすくした。
　背張りベルトの本数を増やし、座面奥行
きは工具なしで変更できるなど、より快適
な座位姿勢を保つ調整機構を充実させた。
　価格は 12 万 5,000 円～（非課税）。
　☎ 0584-35-1180

　座り心地を追求する車いす「座王」シリー
ズの最新機種。伸縮ベルトの搭載により、
複数のベルト調整の手間を軽減し、座るだ
けで背中の形状に合わせた姿勢をほぼ自動
で調整できる。
　同シリーズ最大の特長である①腹部圧迫
の軽減②骨盤サポート③胸郭を広げる――
の 3機能は従来通り。骨盤前傾や円背、左
右非対称姿勢といった個々の身体状況へ
フィッティングが可能で、長時間でも姿勢
が崩れにくい。移動手段だけでなく、離床
や日中の座位保持としての役割も果たす。
　屋内でも使いやすい全幅 57cm のコンパ
クト設計。座面高は 38、40、42cm で調整。
　価格は 17 万 2,500 円（非課税）。
　☎ 0568-21-0635

　座るだけで使用者にフィットする車い
す。背もたれのクッションが S字の理想
的な座り位置に導いてくれる「ランバーサ
ポート」、座り面の形状で前ずれを防ぐ「ア
ンカーサポート」、骨盤を起こして上体の
荷重を効率的に支える「ペルビックサポー
ト」が相互に作用して、快適な座位に導く。
　座面の前・後方で異なる角度により、シー
ソーの原理で荷重姿勢に移りやすく、立ち
上がりもしやすい。室内・外どちらでも使
用可能。シートはリバーシブル。
　コロナ禍で、福祉用具事業者の訪問時間
の最短化が求められる中で、座位調整が短
時間で済むことも評価されている。
　価格は 14 万 5,000 円（非課税） ～。
　☎ 078-969-2800

　

荻
原
さ
ん
が
以
前
、
担
当
し
て
い
た

地
域
で
は
３
６
５
日
対
応
を
説
明
し
て

も
、「
そ
こ
ま
で
し
て
も
ら
わ
な
く
て

も
…
」
と
必
要
性
を
あ
ま
り
感
じ
て
も

ら
え
な
い
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
も
い
た
と

い
う
。
そ
う
し
た
中
、
正
月
の
三
箇
日

に
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
「
今
日
中
に

エ
ア
マ
ッ
ト
を
納
品
で
き
な
い
か
」
と

の
依
頼
が
舞
い
込
ん
だ
。「
す
い
臓
が

ん
で
終
末
期
の
利
用
者
Ａ
さ
ん
に
床
ず

れ
が
で
き
た
の
で
す
が
、
担
当
し
て
い

た
福
祉
用
具
事
業
者
は
年
末
年
始
休
暇

の
た
め
連
絡
が
つ
か
な
い
の
で
す
」
と

か
な
り
困
っ
て
い
る
様
子
だ
っ
た
。

　

荻
原
さ
ん
は
利
用
者
の
体
格
や
栄
養

状
態
、
寝
返
り
動
作
の
可
否
な
ど
、
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
床
ず
れ
リ
ス
ク
を

聞
き
取
り
、
体
圧
分
散
性
が
高
く
、
自

動
体
位
変
換
機
能
も
備
え
た
エ
ア
マ
ッ

ト
レ
ス
を
選
定
。
当
日
の
う
ち
に
納
品

を
済
ま
せ
た
。
そ
れ
か
ら
わ
ず
か
数
日

の
う
ち
に
、
残
念
な
が
ら
Ａ
さ
ん
は
亡

く
な
っ
た
。

　

エ
ア
マ
ッ
ト
を
引
き
取
る
た
め
に
荻

原
さ
ん
が
訪
問
す
る
と
、
Ａ
さ
ん
の
娘

さ
ん
に
、「
こ
の
エ
ア
マ
ッ
ト
の
お
か

げ
で
本
人
も
私
た
ち
家
族
も
、
最
後
の

数
日
を
床
ず
れ
に
悩
ま
さ
れ
ず
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
も
し
苦
し
ん
だ

ま
ま
見
送
っ
て
い
た
と
し
た
ら
、
心
残

り
で
悔
い
が
残
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」
と
感
謝
の
言
葉
を
荻
原
さ
ん
へ

伝
え
た
。
同
行
し
て
い
た
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
も
「
今
回
の
対
応
で
、
ご
家
族

も
納
得
し
て
見
送
る
こ
と
が
で
き
た
よ

う
で
す
。
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
」
と

安
堵
し
た
様
子
だ
っ
た
。
こ
の
一
件

以
降
、
荻
原
さ
ん
は
こ
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
と
一
緒
に
仕
事
を
す
る
機
会
が

増
え
た
と
い
う
。
終
末
期
以
外
に
も
、

初
詣
で
転
倒
し
て
病
院
に
運
ば
れ
た

が
、
入
院
が
で
き
ず
自
宅
へ
戻
る
た
め

に
車
い
す
が
必
要
に
な
っ
た
ケ
ー
ス
な

ど
、
３
６
５
日
対
応
の
強
み
が
活
き
る

場
面
は
決
し
て
少
な
く
な
い
。

　

荻
原
さ
ん
は
こ
う
も
話
す
。「
３
６

５
日
対
応
は
、
休
み
が
無
い
と
い
う
以

外
に
、
長
い
人
生
の
中
の
貴
重
な
１
日

を
無
駄
に
し
な
い
と
い
う
思
い
も
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
私
は
以
前
、『
人
間
は

誰
も
が
加
齢
と
と
も
に
自
分
の
暮
ら
し

や
健
康
、
親
し
い
家
族
や
友
人
を
徐
々

に
失
う
も
の
だ
』と
学
び
ま
し
た
。そ
う

し
た
途
方
も
な
い
喪
失
感
や
不
安
を
抱

え
る
方
と
接
す
る
の
が
私
の
仕
事
な

の
だ
と
そ
の
時
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

我
々
に
と
っ
て
は
何
気
な
い
１
日
か
も

し
れ
な
い
が
、
Ａ
さ
ん
や
支
え
て
き
た

ご
家
族
に
と
っ
て
は
か
け
が
え
の
な
い

１
日
で
す
。
大
切
に
し
て
い
る
家
族
が

最
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
、
そ
の

か
け
が
え
の
な
い
１
日
の
重
さ
を
理
解

し
、
少
し
で
も
後
悔
が
な
い
よ
う
、
こ

れ
か
ら
も
利
用
者
の
方
や
ご
家
族
に
寄

り
添
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
て
い
き

た
い
で
す
」

豊かさを届ける
福祉用具サービス

連載 か
け
が
え
の
な
い「
１
日
」

に
寄
り
添
う
365
日
対
応

　

福
祉
用
具
大
手
ヤ
マ
シ
タ（
静
岡
県
島
田
市
、山
下
和
洋
社
長
）の
「
豊
か
さ

を
届
け
る
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
」
を
テ
ー
マ
に
現
場
の
実
践
を
紹
介
す
る
本
連

載
。同
社
の
特
徴
で
あ
る
３
６
５
日
対
応
は
、休
み
の
無
い
介
護
を
支
え
る
サ
ー

ビ
ス
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
ば
か
り
が
目
的
で
は
な
い
。
我
々
に
と
っ
て
は
何
気

な
い
１
日
が
、
ご
本
人
や
ご
家
族
に
と
っ
て
は
「
か
け
が
え
の
な
い
１
日
」
で

あ
る
。
そ
の
１
日
を
大
切
に
し
、支
え
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
で
も
あ
る
と
い
う
。

荻原崇さん

　

日
本
福
祉
用
具
・
生
活
支

援
用
具
協
会
（
略
称
＝
Ｊ
Ａ

Ｓ
Ｐ
Ａ
、花
岡
徹
会
長
）
は
、

２
０
０
３
年
度
か
ら
毎
年
、

独
自
に
日
本
の
福
祉
用
具
産

業
市
場
動
向
調
査
を
実
施
、

こ
の
ほ
ど
18
年
度
版
を
発
表

し
た
。
義
肢
装
具
や
温
水
洗

浄
便
座
、
ホ
ー
ム
エ
レ
ベ
ー

タ
な
ど
含
む
一
方
、
共
用
品

を
除
く
「
狭
義
福
祉
用
具
市

場
」
に
つ
い
て
前
年
比
99
・

１
％
の
１
兆
４
９
７
１
億
円

と
推
計
し
た
。
介
護
保
険
対

象
品
目
の
メ
ー
カ
ー
出
荷
額

の
伸
び
は
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
推

計
で
＋
２
・
３
％
と
な
っ
た
。

　

福
祉
用
具
市
場
は
単
一
市

場
で
は
な
く
、「
介
護
保
険
制

度
や
障
が
い
者
用
品
を
は
じ

め
、
日
用
生
活
用
品
や
公
共

交
通
シ
ス
テ
ム
な
ど
多
分
野

を
ま
た
ぐ
た
め
、
工
業
生
産

動
態
な
ど
の
公
的
統
計
が
な

く
、
独
自
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
結
果
と
既
存
統
計
を
基

に
集
計
し
て
い
る
」と
、清
水

壮
一
事
務
局
長
。
93
〜
02
年

度
ま
で
は
経
済
産
業
省
が
、

現
在
と
同
様
な
手
法
で
統
計

を
取
り
ま
と
め
て
き
た
。

18
年
度
の
「
狭
義
福
祉
用

具
」の
市
場
規
模
推
計
か
ら
、

主
な
品
目
を
み
る
と
、
義
肢

装
具
３
４
５
億
円
、
義
歯
７

９
８
億
円
、
お
む
つ
１
９
２

６
億
円
、
入
浴
関
連
２
３
０

億
円
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ

48
億
円
、
つ
え
56
億
円
、
歩

行
器
・
歩
行
車
73
億
円
、
車

い
す
２
２
８
億
円
、
電
動
車

い
す
64
億
円
、
ベ
ッ
ド
５
９

９
億
円
、
段
差
解
消
機
53
億

円
、
ス
ロ
ー
プ
15
億
円
、
手

す
り
２
９
１
億
円
、
床
ず
れ

防
止
用
具
94
億
円
な
ど
。

18
年
度
の
品
目
別
の
市
況

感
を
ま
と
め
て
い
る
。

18
年
度
品
目
別
市
況
感

（
義
肢
・
装
具
）

借
受
振
る
わ
ず

　

一
般
義
足
は
横
ば
い
。
２

０
２
０
東
京
オ
リ
・
パ
ラ
で

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関

心
が
高
ま
る
が
、
週
１
回
以

上
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
障
が
い

者
は
19
・
２
％
（
一
般
成
人

は
42
・
５
％
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
）

で
、
障
が
い
者
が
ス
ポ
ー
ツ

で
使
用
す
る
車
い
す
や
義

足
の
公
的
補
助
を
期
待
す

る
。
18
年
４
月
施
行
の
借
受

制
度
（
補
装
具
等
の
レ
ン
タ

ル
）
は
、
振
興
策
が
な
く
市

場
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
な
い

状
態
。
医
療
保
険
適
用
の
装

具
は
保
険
審
査
が
厳
し
く
、

リ
ス
ト
外
の
装
具
を
認
め
な

い
傾
向
が
増
え
て
い
る
。
20

年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
患
者
が

２
、
３
割
急
減
し
た
。

（
入
浴
・
排
泄
）

在
宅
入
浴
の
機
会
減
少

　

入
浴
関
連
用
品
２
３
０
億

円
の
う
ち
、
入
浴
用
品
１
６

９
億
円（
前
年
比
98
・
８
％
）、

施
設
用
入
浴
装
置
61
億
円

（
同
１
０
０
・
０
％
）、
排
泄

関
連
用
品
２
２
９
５
億
円
の

う
ち
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ

48
億
円
（
同
96
・
０
％
、
出

荷
台
数
32
・
６
万
台
）、
温

水
洗
浄
便
座
２
２
２
３
億
円

（
同
99
・
１
％
）。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
入
浴
の
増

加
に
よ
る
在
宅
入
浴
の
機
会

減
少
や
、
浴
室
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
に
よ
り
浴
槽
用
手
す

り
や
浴
槽
台
は
減
少
傾
向
。

　

シ
ャ
ワ
ー
浴
の
普
及
で
、

シ
ャ
ワ
ー
チ
ェ
ア
が
増
加
傾

向
の
一
方
で
、
入
浴
用
車
い

す
は
減
少
し
て
い
る
。
デ
イ

の
利
用
控
え
に
よ
る
自
宅
風

呂
の
増
加
が
あ
る
一
方
で
、

新
規
認
定
が
で
き
ず
に
需
要

が
相
殺
さ
れ
て
い
る
。

　

排
泄
関
連
分
野
の
大
人
用

お
む
つ
は
市
場
拡
大
が
続

く
。

　

ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
を
必

要
と
し
な
い
サ
高
住
の
普
及

な
ど
に
よ
り
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト

イ
レ
市
場
が
減
少
傾
向
。
不

用
品
、
中
古
品
の
流
通
市
場

が
拡
大
し
て
い
る
。
比
較
的

安
価
な
自
動
ラ
ッ
プ
式
ト
イ

レ
が
伸
び
て
い
る
。

（
つ
え
・
歩
行
器
・
歩
行
車
）

好
調
に
推
移

18
年
度
は
好
調
に
推
移
。

杖
は
56
億
円
（
同
１
０
９
・

８
％
）、
歩
行
器
・
歩
行
車

73
億
円
（
同
１
１
２
・
３
％
、

35
・
３
万
台
）、
シ
ル
バ
ー

カ
ー
41
億
円
（
同
97
・
６
％
、

34
・
２
万
台
）
と
な
っ
た
。

つ
え
は
介
護
保
険
外
の
Ｔ
字

杖
が
伸
び
た
。

　

歩
行
車
は
、
利
用
者
の
体

格
が
大
き
く
な
り
多
様
な
サ

イ
ズ
が
増
え
た
ほ
か
、抑
速
、

電
動
ア
シ
ス
ト
な
ど
の
機
能

の
あ
る
商
品
が
そ
ろ
っ
た
。

20
年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
外

出
控
え
に
よ
る
影
響
を
受
け

て
い
る
。

（
車
い
す
）

軽
量
と
機
能
重
視

　

手
動
車
い
す
は
２
２
８
億

円
（
同
99
・
１
％
、
50
・
７

万
台
）、
う
ち
介
助
式
72
億

円
（
同
97
・
３
％
）、
自
走

式
１
５
６
億
円（
同
１
０
０
・

０
％
）。
上
限
価
格
制
の
導

入
で
当
初
は
様
子
見
が
あ
っ

た
が
、
後
半
に
は
戻
し
た
。

「
軽
量
」「
コ
ン
パ
ク
ト
」「
乗

り
心
地
」
を
重
視
し
、
高
機

能
、
テ
ィ
ル
ト
・
リ
ク
ラ
イ

ニ
ン
グ
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
型
が

増
加
。
ネ
ッ
ト
販
売
等
に
よ

る
自
費
購
入
に
よ
る
軽
量
・

安
価
で
安
全
性
を
軽
視
し
た

車
い
す
の
出
荷
が
増
え
る
一

方
で
、
点
検
修
理
の
依
頼
が

増
加
し
て
い
る
。
補
装
具
の

車
い
す
の
オ
ー
ダ
ー
が
減
少

し
、
レ
ン
タ
ル
対
応
機
種
が

増
え
て
い
る
。

　

電
動
車
い
す
（
２
万
４
７

７
２
台
）は
、ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ

ク
形
18
億
円
（
同
94
・
７
％
、

６
８
３
０
台
）、
ハ
ン
ド
ル

形
32
億
円
（
１
０
６
・
７
％
、

１
万
７
３
６
９
台
）
と
、
ハ

ン
ド
ル
形
が
伸
び
る
。

（
リ
フ
ト
）

研
修
参
加
者
増

　

リ
フ
ト
の
市
場
規
模
は
28

億
円
（
９
３
０
０
台
、
前
年

同
様
）。
研
修
会
の
出
席
者

増
か
ら
リ
フ
ト
へ
の
関
心
度

は
高
ま
っ
て
い
る
。
国
の
リ

フ
ト
助
成
金
は
要
件
の
変
更

で
利
用
件
数
が
減
少
。

（
ベ
ッ
ド
）

６
０
０
億
市
場
形
成

　

ベ
ッ
ド
市
場
は
５
９
９

億
円
（
同
１
０
０
・
２
％
、

21
・
２
万
台
）。
内
訳
は
、

在
宅
介
護
用
２
５
５
億
円

（
同
１
０
１
・
２
％
）、
医

療
用
３
０
９
億
円
（
同
99
・

７
％
）。

（
段
差
解
消
機
・

階
段
昇
降
機
）

建
築
基
準
法
改
正

　

鉛
直
型
段
差
解
消
機
は
11

億
円
（
同
１
０
０
・
０
％
）。

段
差
解
消
機
は
16
年
に
材
料

と
な
る
鉄
が
変
更
、
18
年
に

は
建
築
基
準
法
の
規
定
変

更
。
出
入
口
の
遮
断
機
設
置

が
必
要
。
20
〜
30
％
コ
ス
ト

ア
ッ
プ
し
各
社
は
対
応
に
苦

慮
し
た
。

（
手
す
り
・
握
り
バ
ー
）

堅
調
な
据
置
型

　

手
す
り
・
握
り
バ
ー
の
市

場
は
２
９
１
億
円
（
同
１

０
０
・
３
％
）。
据
置
型
は

１
３
３
億
円
（
同
１
０
４
・

７
％
）、
設
置
型
手
す
り
は

１
５
８
億
円（
同
96
・
９
％
）。

設
置
が
容
易
で
ユ
ー
ザ
ー
に

勧
め
や
す
い
レ
ン
タ
ル
の
据

置
型
が
人
気
。
玄
関
外
の
設

置
や
複
数
箇
所
で
の
利
用
で

伸
び
る
。

（
床
ず
れ
防
止
用
具
）

伸
び
た
エ
ア
マ
ッ
ト

　

床
ず
れ
防
止
用
具
の
市
場

規
模
は
94
億
円（
同
１
１
０
・

６
％
）。
エ
ア
マ
ッ
ト
な
ど

動
的
床
ず
れ
防
止
用
具
は
43

億
円
（
同
１
２
２
・
９
％
）、

ウ
レ
タ
ン
製
マ
ッ
ト
レ
ス
な

ど
の
静
的
床
ず
れ
防
止
用

具
は
51
億
円
（
同
１
０
２
・

０
％
）と
な
っ
た
。エ
ア
マ
ッ

ト
大
手
２
社
が
新
製
品
を
投

入
し
た
の
が
要
因
。
病
院
向

け
レ
ン
タ
ル
市
場
の
拡
大
も

一
因
に
。
離
床
セ
ン
サ
ー
内

蔵
や
、
部
位
ご
と
に
硬
さ
を

変
え
た
構
造
、
ベ
ッ
ド
追
従

機
能
な
ど
の
マ
ッ
ト
レ
ス
製

品
も
市
場
を
押
し
上
げ
た
。

（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
器
）

め
が
ね
・
補
聴
器

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機

器
は
４
１
７
２
億
円
（
同
１

０
２
・
７
％
）
の
市
場
。
め

が
ね
３
５
７
４
億
円
（
同

１
０
２
・
８
％
）、
補
聴
器

３
７
０
億
円
（
同
１
０
３
・

９
％
）、
視
覚
支
援
機
器
18

億
円
（
同
１
０
０
・
０
％
）、

聴
覚
支
援
機
器
29
億
円
（
同

96
・
７
％
）、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ソ
フ
ト
33
億
円
（
同
１
０

０
・
０
％
）
な
ど
。

　
「
介
護
保
険
が
２
０
０
０

年
に
始
ま
り
20
年
が
経
過

し
、
福
祉
用
具
市
場
に
大
き

な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
。

た
だ
品
目
に
よ
っ
て
伸
び
た

も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
が

あ
る
。
レ
ン
タ
ル
制
度
を
原

則
と
す
る
介
護
保
険
の
特
徴

が
表
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
」
と
清
水
事
務
局
長
は
説

明
す
る
。

　

制
度
創
設
前
年
の
１
９
９

９
年
の
メ
ー
カ
ー
出
荷
量
を

１
０
０
と
す
る
と
、
金
額

ベ
ー
ス
で
歩
行
器
は
６
倍
、

つ
え
４
倍
、
手
す
り
３
倍
、

ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
２
倍
弱

な
ど
大
き
く
伸
ば
す
群
と
、

ベ
ッ
ド
（
１
０
６
）、
リ
フ

ト
（
１
０
４
）、
手
動
車
い

す
（
１
０
０
）
な
ど
ほ
ぼ
横

ば
い
の
群
、
段
差
解
消
機
・

鉛
直
型
（
79
）、
電
動
車
い

す
ハ
ン
ド
ル
形
（
59
）
な
ど

に
な
っ
た
。

― 松永製作所 ―

「
グ
レ
イ
ス
コ
ア
」

― 日進医療器 ―
「
座
王
Ｎ
Ａ
―
Ｘ
５
２
１
Ｗ
」

― カワムラサイクル ―
「
ウ
ェ
イ
ビ
ッ
ト
ル
ー
」


